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発行　石川県立歴史博物館　 
〒920-0963 金沢市出羽町3番1号 
TEL.076（262）3236  FAX.076（262）1836

No.95 2010・4・20

春季特別展 

青銅器時代の石積み円形墓（ムレイハ遺跡）

◇会　　期

4月24日（土）～6月6日（日）
会期中無休

◇会　　場 第1・2特別展示室・第4展示室
◇主　　催 石川県立歴史博物館、アラブ首長国連邦シ

ャルジャ首長国、金沢大学
◇共　　催 北國新聞社
◇後　　援 金沢放送局、北陸放送、石川テレビ放

送、テレビ金沢、北陸朝日放送、金沢ケーブ
ルテレビネット、エフエム石川、ラジオかな
ざわ、ラジオななお、ラジオこまつ

◇協　　賛 小松精練株式会社

◇開館時間 午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）

◇入 館 料 一　般　750円（600円）
大学生　600円（480円）
高校生以下無料
65歳以上の方は600円
※（ ）内は20名以上の団体料金

◆記念講演会　＜聴講無料＞

日　時 5月22日（土）午後1時30分～3時
会　場 学習ホール
講　師 金沢大学人間社会研究域教授　佐々木達夫氏
演　題 「アラビア半島を掘る」※申込不要・聴講無料

（展覧会観覧の場合は入館料が必要）
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青
銅
器
・
鉄
器
時
代

次
の
青
銅
器
時
代
（
紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
か
ら
紀
元
前
一

三
〇
〇
年
頃
）
で
は
、
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
・
大
麦
・
小
麦
を
栽
培

す
る
農
業
も
盛
と
な
り
、
ヤ
ギ
・
ヒ
ツ
ジ
・
牛
な
ど
の
家
畜

化
も
進
み
ま
し
た
。
生
活
用
具
で
は
、
土
器
の
ほ
か
に
、
ス

テ
ア
タ
イ
ト
（
緑
泥
石
）
を
材
料
と
す
る
石
製
容
器
も
盛
ん

に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
山
岳
地
帯
で
は
銅
鉱
石
の
採

掘
・
精
錬
が
始
ま
り
、
青
銅
の
武
器
・
容
器
・
装
身
具
な
ど

が
生
産
さ
れ
ま
し
た
。

豊
か
な
銅
資
源
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
輸
出
さ
れ
、
そ
の
見

返
り
に
土
器
な
ど
が
輸
入
さ
れ
と
い
っ
た
、
遠
距
離
交
易
が

活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
と
イ
ン
ダ
ス
文
明

を
結
ぶ
中
継
貿
易
が
ア
ラ
ビ
ア
湾
岸
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
た

こ
と
か
ら
、
青
銅
器
時
代
の
こ
の
地
域
は
中
間
文
明
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。

紀
元
前
二
七
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
頃
、
こ
の
地
域
で

は
ウ
ン
ム
ア
ン
ナ
ー
ル
形
式
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
石
積
墓
が

み
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
た
く
さ
ん
の
人
骨
を
葬
る
共
同

墓
地
で
、
直
径
七
m
か
ら
一
〇
m
ほ
ど
の
円
形
墓
で
、
内
部

を
仕
切
り
壁
で
四
部
屋
に
分
け
る
の
が
一
般
的
で
す
。

砂
漠
に
接
す
る
岩
山
斜
面
に
あ
る
ブ
ハ
イ
ス
遺
跡
は
、
青

銅
器
時
代
全
般
に
わ
た
っ
て
の
墓
の
変
遷
が
窺
え
る
貴
重
な

遺
跡
で
、
彩
文
土
器
や
軟
質
石
製
容
器
の
ほ
か
輸
入
さ
れ
た

武
器
や
装
身
具
な
ど
の
多
様
な
副
葬
品
が
出
土
し
て
お
り
、

交
易
に
支
え
ら
れ
た
当
時
の
生
活
と
文
化
が
窺
え
ま
す
。

鉄
器
時
代（
紀
元
前
一
三
〇
〇
年
〜
紀
元
前
三
〇
〇
年
頃
）

に
な
る
と
、
生
活
が
安
定
し
て
人
口
が
増
加
し
、
村
の
形
成

が
進
み
ま
し
た
。
フ
ァ
ラ
ー
ジ
ュ
と
呼
ば
れ
る
地
下
式
の
灌

春
季
特
別
展 

シ
ャ
ル
ジ
ャ
、砂
漠
と
海
の
文
明
交
流 

ア
ラ
ビ
ア
半
島
。
わ
が
国
に
と
っ
て
は
、
石
油
の
輸
入
を

頼
み
と
す
る
深
い
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
歴
史
や
文
化

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
未
知
の
世
界
と
い
え
ま
す
。
そ
う

し
た
な
か
、
金
沢
大
学
考
古
学
研
究
室
で
は
二
五
年
間
に
わ

た
っ
て
「
海
の
文
化
交
流
史
」
を
テ
ー
マ
に
ア
ラ
ビ
ア
半
島

の
考
古
学
調
査
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

調
査
を
主
導
し
て
き
た
同
大
学
佐
々
木
達
夫
教
授
は
、

「
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
砂
漠
と
港
町
を
掘
る
と
、
海
の
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
が
見
え
る
」
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
遺
跡
か
ら
出

土
す
る
世
界
各
地
の
陶
磁
器
の
破
片
を
手
に
す
る
と
、
ア
ラ

ビ
ア
湾
（
ペ
ル
シ
ア
湾
）
を
通
し
た
壮
大
な
交
流
の
歴
史
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。
ア
ラ
ビ
ア
湾
岸
は
、
東

西
世
界
を
つ
な
ぐ
文
明
交
流
の
結
節
点
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
た
び
の
展
覧
会
は
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
一
国
に

あ
っ
て
、
も
っ
と
も
考
古
学
調
査
が
進
ん
で
い
る
シ
ャ
ル
ジ

ャ
首
長
国
の
遺
跡
と
出
土
品
を
も
と
に
、
東
西
世
界
の
交
流

と
い
う
視
点
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
歴
史
を
垣
間
見
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
石
器
時
代

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
に
お
け
る
人
類
の
歴
史
は
、
一
五
万

年
か
ら
二
〇
万
年
前
頃
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
石
器
時
代

（
紀
元
前
五
〇
〇
〇
年
〜
紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
頃
）
で
は
、

土
器
を
作
り
、
ラ
ク
ダ
・
ガ
ゼ
ル
・
オ
リ
ッ
ク
ス
・
ロ
バ
な

ど
の
野
生
動
物
を
捕
獲
し
、
ヤ
ギ
や
ヒ
ツ
ジ
・
牛
を
追
っ
て

の
放
牧
、
あ
る
い
は
漁
労
で
の
営
み
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
頃
、
す
で
に
海
を
越
え
た
交
流
が
は
じ
ま
り
、
海
岸

の
遺
跡
で
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
土
器
や
石
器
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
だ
、
住
居
跡
の
発
見
は
少
な
い
も
の
の
、
ブ
ハ
イ

ス
遺
跡
で
は
、
真
珠
や
貝
、
色
鮮
や
か
な
カ
ー
ネ
リ
ア
ン
ビ

ー
ズ
な
ど
を
身
に
付
け
た
ひ
と
び
と
の
墓
地
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。

文様を刻む石製容器
玉髄製ネックレス
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漑
施
設
が
登
場
し
て
農
地
の
拡
大
が
進
み
、
ラ
ク
ダ
の
家
畜

化
に
も
成
功
し
て
交
易
が
一
層
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
・
パ
ル
テ
ィ
ア
・
サ
サ
ン
朝
・
初
期
イ
ス
ラ

ー
ム
時
代

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
東
方
遠
征
を
契
機
と
し
て
、
ギ
リ

シ
ア
世
界
と
今
の
イ
ラ
ン
が
ひ
と
つ
の
文
化
圏
に
融
合
し
ま

し
た
。
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
で
す
。
ア
ラ
ビ
ア
も
ギ
リ
シ
ア
・

ロ
ー
マ
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な
り
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
影
響
が

及
び
ま
し
た
。
ロ
ー
マ
の
貴
婦
人
は
、
ア
ラ
ビ
ア
湾
で
採
れ

る
真
珠
を
珍
重
す
る
と
と
も
に
、
香
料
や
ス
パ
イ
ス
を
好
ん

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ジ
ャ
ル
山
脈
の
西
側
平
原
の
砂
漠
に
位
置
し
、
陸
の
キ

ャ
ラ
バ
ン
ル
ー
ト
に
沿
う
ム
レ
イ
ハ
遺
跡
で
は
、
地
中
海
か

ら
運
ば
れ
た
ア
ン
フ
ォ
ラ
や
ギ
リ
シ
ア
黒
絵
式
陶
器
、
さ
ら

に
は
ギ
リ
シ
ア
の
銀
貨
を
模
倣
し
た
青
銅
コ
イ
ン
が
出
土
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
香
を
特
産
と
す
る
南
ア
ラ
ビ
ア
の
文

字
を
記
す
墓
誌
や
青
銅
容
器
も
み
ら
れ
ま
す
。
紀
元
前
後
に

は
、
こ
う
し
た
交
易
拠
点
都
市
の
形
成
や
乳
香
貿
易
に
よ
る

交
流
圏
の
拡
大
と
活
発
化
が
知
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
の
パ
ル
テ
ィ
ア
・
サ
サ
ン
朝
時
代
の
ア
ラ
ビ
ア
に

つ
い
て
は
、
人
口
が
減
少
し
た
時
期
と
さ
れ
、
遺
跡
の
発
掘

も
少
な
く
、
そ
の
実
態
は
不
明
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

七
世
紀
前
半
、
ア
ラ
ブ
は
大
帝
国
を
築
き
始
め
、
イ
ス
ラ

ー
ム
の
時
代
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
首
都
バ

グ
ダ
ッ
ド
の
繁
栄
と
と
も
に
、
ア
ラ
ビ
ア
湾
は
西
と
東
の
国

際
交
易
ル
ー
ト
と
し
て
重
視
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
船

乗
り
シ
ン
ド
バ
ッ
ド
の
冒
険
で
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
季
節

風
を
利
用
し
て
ダ
ウ
船
と
よ
ば
れ
る
木
造
帆
船
を
操
り
な
が

ら
海
洋
を
横
断
す
る
ア
ラ
ビ
ア
商
人
の
活
躍
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
居
留
地
は
中
国
唐
代
の
広
東
に
ま
で
及
び
、
ア
ラ

ビ
ア
商
人
は
大
食
人
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

大
航
海
時
代
の
ア
ラ
ビ
ア
半
島

一
六
世
紀
初
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
イ
ン
ド

洋
の
覇
権
を
奪
お
う
と
、各
地
に
商
館
や
砦
を
築
き
ま
し
た
。

イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
は
各
地
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
反
撃
し
ま
し
た

が
制
圧
さ
れ
、
イ
ン
ド
洋
の
交
易
は
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
船
の
活
躍
に
取
っ
て
代
わ
り
ま
し
た
。

オ
マ
ー
ン
湾
岸
の
コ
ー
ル
フ
ァ
ッ
カ
ン
遺
跡
は
、
海
を
見

下
ろ
す
砦
を
控
え
た
一
四
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け
て
の

港
町
跡
で
、
地
元
土
器

に
混
じ
っ
て
、
中
国
・

ベ
ト
ナ
ム
・
ミ
ャ
ン

マ
・
イ
ラ
ン
・
オ
マ
ー

ン
か
ら
輸
入
さ
れ
た
陶
磁
器
が
見
ら
れ
、
当
時
の
海
上
貿
易

の
様
子
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

ア
ラ
ビ
ア
の
文
化
遺
産

本
展
で
は
、
歴
史
学
者
で
も
あ
る
シ
ャ
ル
ジ
ャ
首
長
国
首

長
が
二
五
年
以
上
に
わ
た
っ
て
収
集
し
た
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に

関
す
る
古
地
図
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
乳
香
や
ア
ラ
ビ
ア
書
道
な

ど
の
伝
統
文
化
、
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
の
工
芸
品
や
遊
牧
民
の
華
や

か
な
装
身
具
も
展
観
い
た
し
ま
す
の
で
、
砂
漠
と
海
を
舞
台

に
生
を
謳
歌
す
る
ア
ラ
ビ
ア
の
ひ
と
び
と
の
暮
ら
し
や
文
化

に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
本
展
の
開
催
は
、
金
沢
大
学
考
古
学
研
究
室
佐
々

木
達
夫
先
生
、同
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
佐
々
木
花
江
先
生
、

な
ら
び
に
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
シ
ャ
ル
ジ
ャ
首
長
国
政
府
の

全
面
的
な
協
力
に
よ
る
も
の
で
す
。
末
尾
な
が
ら
、
記
し
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

コールファッカン遺跡での発掘

青銅の腕輪

アラビアのコーヒーポット
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石
川
県
立
歴
史
博
物
館
展
示
案
内
　
　
　
　
　
　
（
税
込
定
価
）
一，

〇
〇
〇
円

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
品
目
録

三，

五
〇
〇
円

冷
泉
家
の
歴
史
と
文
化

一，

〇
〇
〇
円

モ
ダ
ン
の
調
べ
　
蓄
音
機

一，

〇
〇
〇
円

太
子
信
仰
と
北
陸
　
―
聖
徳
太
子
へ
の
あ
こ
が
れ
―

一，

二
〇
〇
円

永
光
寺
の
名
宝

一，

二
〇
〇
円

紀
尾
井
町
事
件
　
―
武
士
の
近
代
と
地
域
社
会
―

一，

七
〇
〇
円

う
さ
ぎ
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

一，

七
〇
〇
円

祝
い
絵
　
―
デ
ィ
ス
プ
レ
ィ
の
民
俗
誌
―

二，

〇
〇
〇
円

能
楽
　
―
加
賀
宝
生
の
世
界
―

一，

二
〇
〇
円

利
家
と
ま
つ
の
生
き
た
時
代
　
―
戦
い
・
く
ら
し
・
女
た
ち
―

一，

九
〇
〇
円

景
勝
を
め
ぐ
る
　
―
い
し
か
わ
の
景
観
史
―

一，

二
〇
〇
円

い
し
か
わ
の
歌
仙
絵
馬

一，

四
〇
〇
円

風
俗
画
伯
　
巌
如
春
　
―
都
市
の
記
憶
を
描
く
―

一，

四
〇
〇
円

源
平
合
戦
と
北
陸
　
―
義
経
伝
説
を
育
ん
だ
ふ
る
さ
と
―

一，

六
〇
〇
円

加
賀
百
万
石
へ
の
道
　
―
戦
国
か
ら
太
平
へ
―

二
〇
〇
円

昭
和
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
　
―
モ
ノ
で
た
ど
る
戦
後
―

一，

〇
〇
〇
円

石
川
の
お
宝
史
　
―
名
宝
か
ら
文
化
財
へ
―

三
〇
〇
円

弥
生
ム
ラ
の
風
景
　
―
越
の
ク
ニ
生
み
・
境
界
・
交
流
―

一，

二
〇
〇
円

御
用
絵
師
梅
田
九
栄
と
俳
諧

三
〇
〇
円

肖
像
画
に
み
る
加
賀
藩
の
人
々

一，

四
〇
〇
円

K
O
S
O
D
E

百
・
華
・
繚
・
乱
　
―
丸
紅
所
蔵
衣
裳
名
品
展
―

五
〇
〇
円

春
日
懐
紙
・
春
日
本
万
葉
集
と
ふ
る
さ
と
の
文
芸

五
〇
〇
円

本
願
寺
展
　
―
世
界
遺
産
の
歴
史
と
至
宝
―

二，

三
〇
〇
円

シ
ャ
ル
ジ
ャ
、
砂
漠
と
海
の
文
明
交
流

価
格
未
定

※
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
で
販
売
中
。
定
価
は
す
べ
て
税
込
。
郵
送
ご
希
望
の
方
は
、

当
館
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
刊
行
物

案
内
（
図
録
等
）」
を
ご
覧
下
さ
い
。（
電
話
〇
七
六
│
二
六
二
│
三
二
三
六
）

主
な
刊
行
物
の
ご
案
内

貸
出
中
の
館
蔵
品

他
の
施
設
で
も
見
ら
れ
る
歴
博
の
貴
重
資
料

歴
博
の
館
蔵
資
料
は
総
数
約
十
六
万
点
に
も
及
び
ま
す
が
、
そ
の

一
部
は
、
県
内
外
を
問
わ
ず
、
他
館
の
展
覧
会
に
貸
し
出
さ
れ
る
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
放
送
局
や
出
版
社
へ
の
ポ
ジ
フ
ィ

ル
ム
な
ど
の
貸
し
出
し
も
、
よ
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
展
覧
会
や
催

し
物
な
ど
に
比
べ
る
と
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
業
務
で
す
が
、
こ

れ
も
博
物
館
の
重
要
な
仕
事
の
一
つ
な
の
で
す
。

・
「
大
月
（
槻
）
伝
蔵
錦
絵
」

計
一
点

企
画
展
「
犀
星
と
加
賀
の
昔
話―

城
下
町
に
伝
わ
る
怪
談
・
奇
談
―
」

三
月
十
三
日（
土
）〜
六
月
二
十
七
日（
日
）

会
場
：
室
生
犀
星
記
念
館（

金
沢
市
・
〇
七
六
―
二
四
五
―
一
一
〇
八
）大月（槻）伝蔵錦絵

（
4
〜
7
月
）

行
事
日
程

行
事
日
程 

◎
開
講
時
間
：
午
後
2
時
〜

◎
会
　
　
場
：
常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説
…
関
係
各
展
示
室

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
…
学
習
ホ
ー
ル

◎
受

講

料
：
常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説
…
展
示
室
内
行
事
に
つ
き
、
入
館
料

が
必
要

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
…
無
料

◎
申
し
込
み
：
不
要

☆
常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

常
設
展
示
室
の
資
料
を
、
当
館
学
芸
員
が
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説
し
ま
す
。
原
則
と

し
て
毎
月
第
一
金
曜
日
に
実
施
。
時
間
は
午
後
2
時
か
ら
2
時
30
分
ま
で
。
ど
な

た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。（
従
来
の
「
常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説
」
と
同
じ
内
容
で

す
。
新
年
度
よ
り
名
称
と
実
施
曜
日
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
）

☆
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

当
館
学
芸
員
が
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
様
々
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
お
話
し
し

ま
す
。
原
則
と
し
て
毎
月
第
三
土
曜
日
に
実
施
。
時
間
は
午
後
2
時
か
ら
3
時
30

分
ま
で
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

月
　
日

行
　
　
　
事

内

容

5
/
7
（
金
）
常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

5
/
15
（
土
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

6
/
4
（
金
）
常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

6
/
19
（
土
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

7
/
2
（
金
）
常
設
展
示
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

7
/
10
（
土
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

「
れ
き
は
く
メ
イ
ト
情
報
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
最
新
情
報
を

ご
案
内
し
て
い
ま
す

常設展示ワンポイント解説

れきはくゼミナール
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「れきはくコレクション2009」終了

三
月
二
十
二

日
、「
れ
き
は
く

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

展
が
好
評
の
う
ち

に
閉
幕
。
こ
の
企

画
展
は
年
度
中
に
当
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
資
料
を
中

心
に
、
購
入
資
料
や
未
公
開
の
資
料
な
ど
を
お
披

露
目
す
る
、
年
度
末
恒
例
の
行
事
で
す
。
特
に
今

回
は
、
石
川
国
体
関
係
資
料
が
寄
贈
さ
れ
た
こ
と

に
あ
わ
せ
、
大
会
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
っ
た
、
あ
の

「
げ
ん
き
」
人
形
（
当
館
所
蔵
！
）
が
久
々
に
登

場
。「
げ
ん
き
」
君
と
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ま
で
楽

し
め
た
、
充
実
の
三
十
一
日
間
で
し
た
。

昨
年
秋
、
第
一
棟
二
階
に
あ
っ
た
「
歴
史
ス
ポ

ッ
ト
ル
ー
ム
」
が
第
四
展
示
室
に
移
転
し
、「
歴

史
ス
ポ
ッ
ト
展
示
コ
ー
ナ
ー
」
と
し
て
新
た
に
ス

タ
ー
ト
。
展
示
ケ
ー
ス
一
つ
か
二
つ
の
、
さ
さ
や

か
な
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
当
館
学
芸
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
分
野
に
応
じ
て
順
番
に
担
当
。
ま
さ
に
個

性
あ
ふ
れ
る
こ
だ
わ
り
の
コ
ー
ナ
ー
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
味
の
あ
る
ユ
ニ

ー
ク
な
コ
ー
ナ
ー
に
し
た

い
と
、
一
同
知
恵
を
絞
っ

て
い
ま
す
。
列
品
解
説
も

あ
り
ま
す
の
で
、
博
物
館

情
報
は
要
チ
ェ
ッ
ク
。

当
館
は
韓
国
・
全

州
市
の
国
立
全
州
博

物
館
と
姉
妹
提
携
を

結
ん
で
い
ま
す
が
、

昨
年
秋
よ
り
館
内
に

姉
妹
館
交
流
コ
ー
ナ

ー
を
開
設
し
ま
し

た
。
第
一
棟
の
二
階
、
移
築
民
家
等
の
あ
る
第
三

展
示
室
入
り
口
右
側
の
大
き
な
展
示
ケ
ー
ス
で
、

こ
れ
ま
で
「
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
ル
ー
ム
」
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
場
所
で
す
。
全
州
博
物
館
か
ら
の
贈

答
品
や
展
示
案
内
資
料
な
ど
が
現
在
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「新春を祝う-お正月と大衆娯楽-」終了

二
月
七
日
、
三
十
五

日
間
に
渡
っ
て
開
催
さ

れ
て
い
た
企
画
展
「
新

春
展
」
が
終
了
。
か
つ

て
は
庶
民
の
大
き
な
楽

し
み
だ
っ
た
、
正
月
の

映
画
や
芝
居
な
ど
の
大

衆
娯
楽
に
関
係
し
た
資
料
と
、
雪
の
多
い
石
川
県

な
ら
で
は
の
室
内
遊
び
資
料
と
を
あ
わ
せ
て
ご
紹

介
し
ま
し
た
。
昔
懐
か
し「
天
神
堂
」
の
組
み
立

て
な
ど
も
こ
と
の
ほ
か
人
気
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

多
く
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来

年
の
お
正
月
も
乞
ご
期
待
！

学芸員こだわりの展示コーナーはここだ！ 姉妹館交流コーナー開設

❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗ ❈ ◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
❈

◗
催事日録 

夏
季
特
別
展

ト
キ
舞
う
空
へ
　
│
鳥
と
人
の
文
化
史
│

7
月
17
日（
土
）〜
8
月
31
日
（
火
）

ト
キ
の
研
究
家
・
村
本
義
雄
氏
が
収
集
し
た
貴
重
な
資
料
を
も

と
に
、ト
キ
の
保
護
と
再
生
に
い
た
る
軌
跡
を
た
ど
る
と
と
も
に
、

鳥
と
人
の
つ
き
あ
い
の
歴
史
を
、
石
川
県
を
舞
台
に
多
角
的
に
紹

介
し
ま
す
。

次
回
の
展
覧
会

4
月
21
日
（
水
）
〜
23
日
（
金
）

5
月
　
　
休
館
日
な
し

6
月
7
日
（
月
）
〜
8
日
（
火
）

7
月
15
日
（
木
）
〜
16
日
（
金
）

展
示
替
え
等
に
よ
る
休
館
日
（
4
〜
7
月
）

飛翔するトキ　昭和37年12月29日
村本義雄氏撮影

梅田本　食火鷄
（石川県立工業高等学校所蔵）

能里剥製
（本州最後のトキ)
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本
多
の
森
か
ら

こ
の
春
は
、国
内
で
は
珍
し
い
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
考
古
学
展
で
幕
開
け
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
シ
ャ
ル
ジ
ャ
首
長
国
の
公
用
語
は
も
ち
ろ
ん
ア
ラ
ビ
ア
語
。
意
外

な
こ
と
に
こ
の
ア
ラ
ビ
ア
語
、
実
は
私
た
ち
に
も
ず
い
ぶ
ん
馴
染
み
が
あ
る
の

で
す
。
例
え
ば
ア
ル
コ
ー
ル
、
ア
ル
カ
リ
、
コ
ー
ヒ
ー
、
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
、
シ

ロ
ッ
プ
、
タ
ン
バ
リ
ン
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
…
、
こ
れ
ら
は
み
な
ア
ラ
ビ
ア
語
を
起

源
と
す
る
言
葉
。
案
外
遠
く
て
近
い
国
な
の
か
も
。

さ
て
新
年
度
で
は
、
こ
の
シ
ャ
ル
ジ
ャ
展
を
は
じ
め
と
す
る
三
つ
の
特
別
展

と
、
二
つ
の
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
意
気
込
み
も
十
分
。
皆

様
の
ご
来
館
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

記
念
ス
タ
ン
プ
誕
生

前
号
で
お
話
し
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
関
連
の
話
題
（
昭
和

六
十
三
年
）
を
続
け
ま
す
。
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
応
募
作
品
は

全
部
で
一
九
六
点
あ
り
、
採
用
作
品
以
外
に
も
な
か
な
か
の

力
作
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
ス
タ
ン
プ
賞
を
設
け
、

受
賞
作
を
記
念
ス
タ
ン
プ
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に
決
定
。

こ
う
し
て
選
ば
れ
た
の
が
現
在
休
憩
コ
ー
ナ
ー
（
総
合
カ
ウ

ン
タ
ー
前
）
に
置
か
れ
て
い
る
四
点
で
す
。
偶
然
で
す
が
全

員
県
内
高
校
女
子
生
徒
の
作
品
で
し
た
。
製
作
者
自
身
に
よ

る
当
時
の
作
品
説
明
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。（
写
真
は
す
べ
て
原
画
）

①
歴
史
博
物
館
の
象
徴
た
る
尖
塔
と
、
扉
の
つ
い
た
窓
を
取

り
合
わ
せ
て
み
ま
し
た
。

②
歴
史
博
物
館
の
特
徴
で
あ
る
窓
と
、
屋
根
の
上
の
塔
を
単

純
化
し
て
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

③
歴
史
博
物
館
と
石
川
県
の
マ
ー
ク
を
合
わ
せ
ま
し
た
。
木

を
使
い
、
両
方
を
一
つ
に
ま
と
め
た
感
じ
の
も
の
に
し
ま

し
た
。

④
人
物
の
頭
の
部
分
は
、
石
川
県
の
マ
ー
ク
を
ア
レ
ン
ジ
し

て
王
冠
を
表
し
、
石
川
県
や
歴
史
博
物
館
の
立
派
な
様
子
、

偉
大
な
様
子
と
い
っ
た
も
の
を
表
現
し
た
。
人
物
は
、
人

間
が
歴
史
を
見
つ
め
て
い
る
。
ま
た
歴
史
を
見
つ
め
か
え

す
意
も
示
し
、
多
く
の
人
々
が
博
物
館
に
訪
れ
て
く
れ
る

よ
う
に
…
と
の
願
い
を
込
め
て
。
ま
と
め
て
王
様
（H

IS
-

TO
R
Y

と

M
U
S
E
U
M

で
髪
を
表
現
）
を
表
し
、
こ
れ
も

ま
た
歴
史
の
持
つ
偉
大
さ
と
い
っ
た
も
の
を
表
現
し
た
。

顔
を
囲
む
三
角
形
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
な
ど
か
ら
連
想
さ
れ
る

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
を
表
し
、
歴
史
の
不
思
議
さ
な
ど
を
表

現
し
た
。

記
念
ス
タ
ン
プ
は
毎
日
大
勢
の
人
に
使
わ
れ
る
た
め
、
し

ば
し
ば
破
損
し
、
そ
の
た
び
に
修
理
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し

た
。
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
と
も
に
、
し
っ
か
り
と
歴
博
を
支

え
続
け
て
い
る
の
で
す
。

「
れ
き
は
く
メ
イ
ト
」
は
、
歴
史
博
物
館
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
ご
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
会
で
す
。
会
員
に
な
り
ま
す
と
次
の
よ
う
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。

一.

常
設
展
・
企
画
展
が
何
度
で
も
無
料
入
場
可
能
（
会
員
証
提
示
が
必
要
。
特
別

展
開
催
時
は
団
体
料
金
割
引
）

二.

特
別
展
招
待
券
進
呈
（
当
館
単
独
主
催
展
の
場
合
の
み
）

三.

広
報
誌
「
石
川
れ
き
は
く
」、
会
員
向
情
報
誌
「
れ
き
は
く
メ
イ
ト
情
報
」
配
布

四.

歴
史
博
物
館
最
新
情
報
を
随
時
提
供

五.

「
歴
史
散
歩
」
や
「
バ
ス
ツ
ア
ー
」
な
ど
当
館
主
催
行
事
へ
の
参
加

（
定
員
超
の
場
合
は
抽
選
）

六.

提
携
施
設
の
入
館
料
割
引
（
各
館
主
催
展
覧
会
が
団
体
料
金
な
み
に
割
引
・
会

員
証
提
示
が
必
要
）

※
対
象
施
設
　
石
川
県
立
美
術
館
・
石
川
県
七
尾
美
術
館
・
石
川
県
輪
島
漆
芸
美

術
館
・
珠
洲
市
立
珠
洲
焼
資
料
館

〈
対
　
　
　
象
〉
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

〈
会
員
の
期
間
〉
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
。

〈
会
　
　
　
費
〉
年
額
一，

〇
〇
〇
円

〈
定
　
　
　
員
〉
定
員
は
あ
り
ま
せ
ん
。
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

〈
入
会
申
込
・
問
合
わ
せ
先
〉

普
及
課
　
℡
〇
七
六
―
二
六
二
―
三
四
一
七

会員証

歴史散歩

※
ト
リ
ヴ
ィ
ア
＝
雑
学
的
な
事
柄
や
知
識
、
豆
知
識
。

平
成
二
十
二
年
度
れ
き
は
く
メ
イ
ト

会
　
員
　
募
　
集
　
中
　
!!

バスツアー

② ①

④ ③


